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市
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田
民
謡
の
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及
振
興
に
貢
献

浅

野

梅

若

あ

さ

の

う

め

わ

か

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
生

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
没

大
正
寺
神
ヶ
村
（
現
、
雄
和
大
正
寺
）
生
ま
れ

主
な
事
蹟

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
の
民
謡
番

み

ん

よ

う

組
に
多
数
出
演
し
、
三
味
線
伴
奏

し

や

み

せ

ん

ば

ん

そ

う

を
通
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
。
数

多
く
の
弟
子
を
育
て
上
げ
て
全
国

で

し

大
会
で
何
度
も
優
勝
さ
せ
る
な
ど
、

「
民
謡
王
国
秋
田
」
の
名
声
を
確

立
さ
せ
た
。
ま
た
、
積
極
的
に
海

外
公
演
を
実
現
さ
せ
る
な
ど
秋
田

民
謡
の
普
及
、
振
興
に
貢
献
し
た
。

し

ん

こ

う

こ

う

け

ん

昭
和
五
十
四
年
に
は
、
日
本
民

謡
協
会
最
高
栄
誉
で
あ
る
「
名
人

位
」
を
受
け
た
。


